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臼田 亜浪（うすだ あろう）

資 料

短冊 『霧よつつめつつめ ひとりは 淋しきぞ 亜浪』

作 者

１８７９（明治１２）．２．１－１９５１（昭和２６）．１１．１１

長野県小諸生まれ。

子供のころより俳句に親しみ、高浜虚子の門に入り本格

的に俳句を始める。「横浜貿易新聞」記者や「やまと新聞」

編集長を経て、俳誌『石楠』を創刊、主宰し俳句に専念す

る。

参考文献

『臼田亜浪全句集』（臼田亜浪／著 臼田亜浪全句集刊行

会 １９７７ ［県立 ９１１．３６／１７２（１１９５３６３５）］）

『俳句の成るまで』（臼田亜浪／著 育英書院 １９４３

［県立 ９１１．３０７／３（１１９４５６４９）］）

『臼田亜浪先生』（臼田登代子／ほか著 石楠社 １９５２

［地域 Ｋ９３／５０（５００９２５３５）］）


